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前 近 代 東 南 ア ジ ア史 に お け る

「中心 一周 辺 」 関係 の類 型 化

1.研 究組織

研究代表者:八 尾 隆生(大 阪外国語大学外国語学部 ・助教授)

研究分担者:深 見 純生(桃 山学院大学文学部 ・助教授)

桃木 至朗(大 阪大学文学部 ・助教授)

真栄平房昭(神 戸女学院大学文学部 ・助教授)

2.研 究 の ね らい ・目 的

東南 ア ジアを フ ィール ドと した人類学や考古学 とい った歴史学の 隣接科学が、現存の国

境 とい う枠組 みを相対化 した上です ぐれ た業績 をあげている現在 にあ って 、従来の一国史

研究 の研 究蓄積 をふ まえつつ、新 しい視 点で東南 アジア史 の歴史像 を再構成 しよう、 とい

うのが本研究班の研究方針である。その際、我が班が とった視 点が 「『中央 一地方』関係」

で あ った。

「関係 」 とい う言葉 はなかなか暖昧で、定義 の難 しい ものであるが、 ヒ ト、モ ノ、あ る

いは命令 、技術 、思想 といった多様な ものの交流 とす る。また 「中央 一地方」 とい う捉え

方 も、東 南ア ジア全体 の中での 「中央 一地方」 を指すのか、い くつか あるサ ブ リージ ョン

の中での関係 を指す のか統一すべ きである とい う考え もある。実際 、 「類型化」を 目指す

な らその方がは るかに生産的で あろう。

しか し、結局の ところ、我が班では上記の暖昧な点をペ ンデ ィングに したままで研究を

進め る。共同研 究を名乗るにはあま りに研究分 担者各員の研究領域 、時代 、フィール ドが

異な って いるためであ る。

その結果、 もちろん 「類型化 」を究極の 目的 として研究を進めるのであ るが、 そこに到

らず とも、研究分担者 同士の研 究技法の交流の拡大を 目指すのが本 班のスタ ンスである。

3.平 成8年 度 の研究 経過

本年度 は以下 のごと く2回(97年2月 末 の時点)の 研究会 を開催 し、研究 班2人 に外部
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か ら2名 の方 の参加 をいた だき、計4本 の研究報告を行 った。

12月14日(土)於 大阪大学

大 田由紀夫(名 古屋大学 ・日本学術振興会特別研究員)「 東ア ジアにおける銭

貨流通 をめ ぐって 一15・16世 紀を 中心に 一 」

12月24日(火)於 長崎県福江市 「ホテル シャ トーイ ン福江」

深見純生 「宋代の南海諸国における 「中心 」と 「周辺」 一 『諸蕃志 』に記 さ

れた産物 と博易の品か らみる 一 」

山内晋次(日 本学術振興会特別研究員)「 航海 と祈 り一 日本 古代史 か らみた

海域交流の一端 一 」

真栄平房昭 「東 アジア海域史か らみた五島 ・琉球 一 漂流 ・漂着資料 の紹介をか

ねて 一 」

各発表 の概要 と成果は以下の通 りで ある。

(大 田報告)報 告者は まず15・16世 紀の 中国における銭貨流通 を問題 に し、対外交易の

影響か ら銀 の供給が過剰 とな り、それ に反比例 して銭貨が上昇 した。その ことが銭保持の

有利化 を もた ら し、市場か らの銭貨 引き上げ現象 を生んだ。銭貨が流動性不足 とな ったた

め劣悪銭流通 とな った ことを具体 的数字をあげて解説 した。

次 に同時期の 日本の場合 も、中国の銀流通の諸画期 に連 動す るように、15世 紀 末か ら撰

銭行 為の発生 と銭貨の 急騰 、銭 の棲 み分 け現象が起 こ った 後、渡来銭の途 絶か ら一 時期

「米遣 い」=石 高制への回帰がおこ り、江戸 時代 に入 って 独 自銭貨(寛 永通宝)の 発行 と

な った。

(深 見報告)r嶺 外代答』(1178年)は 、 「広域物流セ ンター」 とで も言うべき 「都会」

とい う概 念を用 いて海外諸国の構造 の理解を提示 して いる。 『諸蕃志』(1225年)も この

「都会 」概念 を継承 してお り、東南 アジア部分につ いて言 えば、交趾 ・占城 ・真臓 ・三仏

斉 ・閣婆 ・渤泥 ・麻逸 とい う7つ の中心を認めている。本 報告は、この7つ を中心 と して

構成 され る東南 アジア海域世界のネ ッ トワークが、具体的な交易品の構成や流通 とどのよ

うな関係 にあるか、 また交易品に どのような特徴があるか をr諸 蕃志』に則 して検 討 しよ

うとす る もので ある。

東 南ア ジアの産物 は自然産物 が中心であ る。 しか しその採集はいわばたんなる 「採集経

済段 階」にあったのではな く、・占城 国の沈香がその典型で あるが、国家の管理下 に専業集
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団によって システマテ ィックに行 われてい る場合のあることに注意す る必要がある。なお

沈香の うちボルネオ 島の ものは渤泥ではな く闊婆 という 「都会 」か ら国際市場に供給 され

た可能性 が高 い。国際商品への国家 の積極的な関与 ということで は、森林産物の採集を越

えて、積極的な商品栽培が展開されてい ることも重要であ る。当時の海域 アジア世界全体

で ジャワが コシ ョウの最大 の流通 セ ンターであ ったが、それはイ ン ドな ど他所で生産 され

た コシ ョウが ジャワに集 ま って くることもさる ことなが ら、 ジャワ自体が コシ ョウの一大

産地(お そ らく当時世界最大 の)で あった ことによる。またマラ ッカ海峡地域の博易品つ

ま り輸入品に米が挙 が っていることが注 目され る。 『諸蕃志 』の記述 を検討す るとその米

は、 自覚 的な商品生 産 としての米作が行 われたジャワか らもた らされた可能性が高い。他

方 ジャワの博易品を見ると、他の東南ア ジア諸 国と違 って 、コシ ョウ栽培 に不可欠の川菖

のほか、株砂 ・緑磐 ・白磐 ・鵬砂 ・砒霜 とい った製造業の存在を前提 にす る商品が 目立つ

の も注 目される。

(山 内報告)本 報 告で は、8-13世 紀 頃の東 アジア海域 を航海す る海商 ・僧侶 ・外交使

節な どが、 どのような航海安全の信仰 を もって いたのかを考察 した。航海者の信仰 の問題

は、 これ までの歴史研究で はあま り顧 み られなか ったが、 この問題に光を当てることによ

り、東 ア ジア海域世界の結び付 きの新 たな側面が見えて くるもの と思 う。

1.海 神 ・龍王:本 節で は、 日本 ・朝鮮 ・中国における航海守護神 としての海神 ・龍王

に対す る信仰 の事例 をい くつか とりあげ、 その信仰をめ ぐる三地域の共通性 と差異性 を考

察 した。 そ して さ らに、 日本近 世の船卸 し祭文に見える、北宋の 「宣 和四」年の年号 を有

す る男文が、 日本 に来航 した宋 海商たちが渡海の安全 を祈 った祭文 ・願文 と歴史的 につな

が る ものである可能性 を指摘 した。

2.観 音菩薩:r法 華経』r観 世音菩薩普 問品の文言 を根拠 と して、観 音は古 くか ら広

い地域 において航海安全祈願の対象 とされていた といわれてい る。本 節で は、8-13世 紀

頃の 日本 ・朝鮮 ・中国 ・東南ア ジアにおいて も、共通 して観音が航海 守護 の菩薩 と して信

仰 されて いた状況を指摘 した。

3.そ の他の諸信仰:本 節では、以上の ような信仰 の他 に、 日本 の遣唐使 の間に薬師如

来や妙見菩薩の信仰が見 られる点や、12世 紀の朝鮮 におけ る海 難に際 して髪 を切 るとい う

行為が、 日本近世の船霊信仰とつなが る可能性を指摘 した。

(真 栄平報告)「 国家」 レベルの枠組みに よる従来の国際交流 とは異 な り、最近の研究

におけ る新 たな視点 として 「地域」 レベル のさま ざまな相互交流の実態が注 目されてい る。
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すなわ ち、モノ(交 易品)や ヒ ト(人 間)の 交流 とい った複合的な現象を、 「地 域」 レベ

ルの歴史や 自然 環境 の特性 をふ まえ 、〈国境 〉の枠組みを相対化する視 点か ら解 明す るこ

とであ る。

例 えば、10-12世 紀頃交易品 として九州か ら奄美 ・琉球諸島まで も広 く流通 した 「石鍋」

があ る。長崎県西彼杵 半島産 の滑石 という軟 らかい石 を くり抜 いて作 った石鍋は、土 鍋な

どに比べて保温性にす ぐれ、その流通 は西 日本 を中心 に東 は関東か ら南は波照 間島にまで

及 んだ。 また、カムイ焼(亀 焼)と 呼ばれ る灰色 の陶器が注 目を集 めている。11-12世 紀

頃奄 美徳 之島で生産 されたカムイ焼 の壷 ・鉢 ・碗 などが、 トカ ラ諸 島以南 の琉球各地で 出

土 してい る。

こう した特産 品の遠 隔地 交易は何を意味す るので あろうか。安里進氏 の指摘 によれば、

集落跡か ら多 く出土す るカムイ焼の壷は米 ・麦 などの穀物貯蔵 用 とみ られ 、それが大量 に

流 通 した背景 には、従来 の漁携を基礎 とした貝塚時代か ら農耕生活様式へ の変化 があ り、

ま さに琉球の 島々に新 時代の到来を告げる象 徴的な 出来事であ った と推測 され る。また、

外来 の陶工や商人 たちの活動 は、貝塚時代 には無か った窯業生産 の開始 と商品流通の展開

を うなが した。石鍋 とカムイ焼の流通は、 それ まで南方系 の先史文化が濃厚であ った先 島

諸 島に も強いイ ンパ ク トを与えた。すなわ ち、 「亀焼の流通 圏が先島 にも及んでい ること

は、異文 化圏であ った北琉球 圏と南琉球圏が一つ の経済 圏に統合 され た ことを意味 した」

とい う。

こ うした石鍋や陶器な どの 「土地か ら生 まれ る産物 」とは別 に、琉球で はサ ンゴ礁 の海

産物 資源 を利用 した交易が 古 くか らさかんで あった。た とえば、夜光貝(螺 釦 の素材)、

ゴウウラ(装 飾貝輪の素材)、 貨 幣に も利用 されたタカラガイ(宝 貝)な ど、琉球近海で

採れ る海産資源 は、 日本 ・中国 ・朝鮮 など各地 へ運ばれた。 「貝の道 」とよばれ る海の交

易ネ ッ トワークが存在 していたので ある。

桃木 と八尾は まだ研 究会 において報告を行 っていない(2月 末現在)が 、以下の ような

内容の研究を行 い、その研究 内容の一部はすで に後掲の論文 に発表 されて いる。

(桃 木研究内容)前 年度 に続 き、東南ア ジア史の中のチ ャ ンパ史の位置 について学説 ・

史料整理 を行 った。r歴 代 宝案』、 『華夷変態 』な ど、琉球 ・日本史料の利用に注 目 して

い る。 また、今 年度 は北部 ベ トナム国家の経済史を東 ・東南ア ジア史 のなかで再検討 する

作業 に着手 した。
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第一 はかつて行 った10-15世 紀を中心 とす る交易史研究 の再検討で 、未完成 だ った15世

紀 の交易 につ いて、r歴 代宝案』な ども用 いて検討を再開 した。 明代前期 の朝貢貿易体制

の もとで 北部ベ トナム国家 の交易が、 この主流 に対抗する地位 を占めえたかどうか につ い

ては、まだ十分 に明 らかになって いない。

再検討 の第二 は農業 と国家 との関係で 、土地制度や村落共同体、農法 などに くらべ検討

の遅れ ている労働力編成、標準経営面積 の変遷 、国家および支配 階級 による租税 ・賦役の

牧取 、分 配の方法 な どを検討 しつつ ある。

(八 尾研 究内容)今 年度 は前年度に考察 した、ベ トナム北部ヴ ィンフー省 の少数民族 ム

オ ン族首 長(官 郎)の 子孫 に伝わ る15世 紀 の嘱書 と、同 じ村の一 ラ ンク上 の上級首長(土

酋)の15世 紀 嘱書について 比較 ・考察を行 った。その結果、土酋は官 郎を束ね 、中央か ら

派遣 された ヴェ ト人地方官僚 と直接接触す る立 場か ら、官郎 より一層 、中央政権 の 「掌握

の論理」 と地方社会の 「独 自性 の論理」 との板 挟みに陥 り、そのす りあわせに苦労 し、そ

れが この嘱書に も反 映 され ていることが判明 した。

まず、 「兵税 田」の存在 が明示 されてい る。別 の文書(18世 紀の この村 の戸簿 の写 し)

に よれば、 この兵税田は徴 税のメイ ンの対象にな って お り、兵役の義務 をおそ らく課 され

ていなか った この村に、代 償と しての税 とい う名 目の下で徴税がな された ことを意味す る

のであろ う。

次に、土地の面積 表示は、官郎 嘱書の ように、 「稲○○束分の田」など というロー カル

な もので はな く、平地同様 「○○畝 ○○高」 と記されてい る。前述の戸簿 も 「○○畝 ○○

高」 とあ ることか ら、おそ らく村 の中か ら提出 されて きた報告書を纏め、 中央向けに 「翻

訳す る」作業を土酋は行 っていたと考え られ る。

最後 に、村民が 日常生活の上で、首長 に従 うことを事細か に規定 した 「例」が官郎 嘱書

には含 まれて いたが、土酋嘱書にはその部分が少ない。 これ は土酋の 「例」か らくる利益

がす くなか った ことを意味す るものではな く、嘱書には本来書かれ る内容の ものではない

とい う中央 の常 識を配慮 した もの と考え られる。同 じ少数民族の首長 とはいえ、一つラ ン

クが違 うだけで(一 歩 中央に心理的に近 いというだけで)こ れほ どの差がで き、それ が両

嘱書 の差 とな って現れ たので ある。

4.研 究 の成 果 と7ロ ンテ ィア

この項 目に関 しては3を 参照 していただきた い。
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5.今 後 の 課題

結局 、テーマ に掲 げた 「中央 一地方関係の類型化」には手 の届かぬま ま、2年 が過 ぎて

しま った ことは残念で な らない。ただ、研究が進んでいる 日本史の分野か ら班の内外 の研

究者 を招いて報告を いただ いた ことは、決 して無駄ではなか つた と考えて いる。その上で

研究分担者各人 の課題を あげていきたい。

深見 の場合は扱 う時代 が古 く、新 たな文 書史料 に恵まれ る可能性 の薄い状況に あって、

ものの流 通のみな らず、生産の問題にまで踏み込んだ今 回の報告を どう進展 させ るか 、そ

の研究方 法が 問われ る。

真栄 平の場合 もそれは同 じだが、逆に文書 に拘わ らなければ史料 とな りうるものは非常

に多 く、何がその時代 のその地域の交流 を解 きあかすに相 応 しいか とい う史料の選択が問

題 とな ろう。

山内は、信仰 の分 野に踏 み込ん だのは これが初めてであ り、今 回の報告 はこの問題解明

のための最初 の一歩 に しか過 ぎない とし、今後 さ らに、 日本 ・朝鮮 ・中国 ・東南 ア ジア地

域におけ る事例 を広 く収集 し、宋代の海商 と寺院の関係などの問題に注 目 しつつ 、東 ア ジ

ア海域世界に通 底す る結 び付 きの糸をよ り明確 につかみだ して いきたい と、報告 の席 で発

言 してい る。

桃木はチ ャンパ史 像の再検討作業を この数年 にわた って行 い、今回、学界展望 を行 った

が、その末尾に述べて い るよ うに、デ ィシプ リンを超え た多 くの領域 の研究者(例 えば、

建築学、美学、宗教学 、碑文学、文学など)の チ ャンパ研究への参加 を切望 して いる。

最後に八尾の場合 は、史 料の もつ限界(改 鼠な どの可能性)を どうクリアす るか、 さ ら

には、ベ トナム史の枠組 みを超えて、大陸部東南ア ジア史 の中で こう した少数民族 とベ ト

ナ ム中央政権 との関係を どうとらえ直すかなど、問題は山ほ どある。

6.研 究 業績(平 成8年 度 発表 分)

八尾隆生

「黎朝聖宗期の嘉興丁氏 一 嘱書の分析から一 」r東 洋学報』78-2,1996.

「嘉興府土酋何氏文書校合」吉川利治(編)r平 成8年 度科学研究費(国際学術研究)研究成果報告

書』大阪外国語大学,1997(印 刷中).

深見純生
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(訳)「 オ ラ ンダ領 東 イ ン ドに お け る印欧 人 の運 動 」r桃 山学 院大 学 ・総 合 研 究 所紀 要 』22-1,1996.

「1913年 の イ ン ドネ シア ー東 イ ン ド党 指導 者 国外 追 放 の社会 的背 景 一」r東 南 ア ジア研 究 』34

(1):35-56,1996、

桃 木 至 朗

r歴 史 世 界 と して の 東 南 ア ジア 』(世 界 史 リブ レッ ト12)山 川 出版 社、1996.

「南 か ら見 た 明清 史 一 ベ トナム 経 済史 の場 合 一 」 森 正 夫 他(編)「 明清 時代 史 の 基本 間題 』 汲 古

書 院,近 刊.

「東 南 ア ジア前 近 代 国 家研 究 の現 在 一 チ ャムパ ー の場 合 一 」 吉 川利 治(編)「 平 成8年 度 科 学研

究 費(国 際 学術 研 究)研 究 成 果 報 告書 』 大 阪外 国語 大 学,1997(印 刷 中).

真 栄 平 房 昭

「琉 球 王 国 に お け る海 産 物 貿易 一 サ ンゴ礁 の海 域 の 資 源 と交 易 一 」r歴 史 学研 究 』691,1996.

「煙 草 を め ぐる琉 球 社 会 史 」高 良 倉 吉他(編)r新 しい 琉 球史 像 』 椿樹 社,1996,

「砂 糖 を め ぐる生 産 ・流 通 ・貿 易 史 」斉 藤 善 之(編)r新 しい近 世 史 』3,新 人物 往 来 社,1996.
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